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【令和５年度　区役所企画事業に対するご意見等】

提案部会
整理
番号

事業名 担当課

1
やってみよう！地域で考える雪対策モ
デル事業 建設課

2 飛砂対策事業 建設課

3 避難所運営体験事業 総務課

4 きれいなまちづくりサポート事業 区民生活課

5 キラッと支え愛西区応援事業 健康福祉課

6 てくてくウォーキング事業 健康福祉課

7 西区スポーツスマイルプロジェクト 地域課

8 地域と大学連携事業 地域課

区役所企画事業に対するご意見

第１部会

・自治会内の住民が、今年の冬の豪雪時に自宅前の除雪が全くできなく困ったときに西区役所に問い合わせましたが、満足いく返答がなかっ
たので自治会内で協力して除雪を行った。
・除雪計画の中で地域による差が出ないようお願いします。

・河川美化啓発ポスターコンクールは西区と西蒲区が共同で実施しているが、ぜひ継続して行ってほしい。
・ポイ捨ての多いエリアには、ポイ捨て禁止の看板を設置してはどうか。

第２部会

・来年度も継続する場合は、応募期間をもう少し長めに設定してはどうか。
・イベントを認知できていない区民も多いと感じる、もう少し周知やPRを様々な手段やツールで行ってはどうか。

・歩く、歩けるは健康の基本だと思いますので、この事業の拡大を願います。
・マップの時点修正に限定すると現時点であるコース変更・選択や安全性の保障等の課題に対応した正規の公式ウォーキングマップにするこ
とは非常に困難であり、かえって混乱、誤解を生じやすいのではないか、というウォーカーの声も多い。改めて実行委員会を立ち上げ、現状に
即したコース設定とマップ図の検証・作成を行い、第２版としてリニューアルしてはどうか。
・てくてくウォーキングマップ楽しみにしています。

・各競技種目を超えた指導者交流や研修を行ってほしい。（地域に長く根付く望ましいスポーツ、運動実践の観点から指導者養成とブラッシュ
アップのため）例：選手が子供に種目を教える→選手を育成している実績のあるコーチやトレーナーが各指導者へ講習を行う　など

・大きな大学のある地域なので、小中学生に夢、想い、悩みをお互いに交流・交換できる環境は若者を大きく育てると思いますので、この事業
を通して若者がより元気になってほしいです。
・大学と交流を深めるのは良いと思います。ただ、一方的ではなく大学側にも寄り添い、大学生と地域でWIN-WINになれる取り組みが良いと思
います。
・地域と関わりたい学生は一定数いると思うが、問い合わせ先がわからない学生も多いと感じるので、地域と学生をつなぐ窓口のようなところ
が設置されればと感じました。

・飛砂はどこに運んで処分をするのでしょうか。海水を含んでいるため建築資材には利用できないと思いますが。
・国道４０２号の飛砂対策で国から対策費用はでないのでしょうか。飛砂対策を国の事業とすることはできないでしょうか。

・この事業良いと思います。それぞれのコミ協からの参加者が体験したことを各地域に持ち帰り、共有することができる。この事業を継続して
いくことが大切だと思います。
・時期的に１１月は少し遅いと思います。
・避難訓練はより具体的なものを求めていると思います。マンネリ化しているところに危機感を感じます。
・避難所運営について、災害を想定した避難は夜間や車中を想定したより現実性の高い訓練が千葉県など高評価を得ている地域もあるよう
です。
・避難所運営委員会の設立がない、また設立後どうしたら良いかわからない区民にもサポートを行ってほしい。

資料２
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9 全体 -

10 西区のおいしい農産物魅力発信事業 農政商工課

11
西区の魅力を体感！まち歩きと収穫

体験 農政商工課

12 西区サスティナブル農業支援事業 農政商工課

13 西区のくらし・魅力発信事業 地域課

14 にしく２０４０会議 地域課

15 西区デジタルコンテンツ活用事業 総務課

第３部会

・美味しい農産物魅力発信事業についは継続して取り組んでほしい。すいか、大根、漬物、メロン、そら豆なども発信してほしい。
・茶豆について。売り切れが多く「売るより食べたい」という言葉も耳にする。需要と供給のバランスも考えて実施してほしい。

-

・広報のブラッシュアップについて、新潟市や新潟県はPR下手と言われているので、区づくり予算でもよいが、全市で取り組んでいってほし
い。

・事業の具体的な内容が把握できていない状態で予算について問われても、それが妥当なのかどうかの判断が難しい。仮にじっくり検討、協
議して背景から調べるなどを行う場合はかなりの労力がかかるので、それなりにインセンティブが必要と感じた。
・各事業の予算の内訳（概算で良いので、紙が膨大にならない範囲内で）が見えると委員も意見しやすいと感じた。
・各事業については民間企業とも連携して取り組めるものがあれば実施してほしい。企業と市でWIN-WINで取り組めるものがあれば。

・どんな課題をどんな技術でどのように解決しようとしているのか、それに対して２００万円でどこまで進めるのが今年度の目標なのか、対象
者、対象人数の目安について疑問があります。
・高齢者などのデジタル弱者の底上げ（教育）が必要と考える。最近ではマイナンバーの情報漏洩が全国で取り上げられているが、最初から１
００％上手くいくものではないので、萎縮せずに取り組んでもらいたい。

-

-


